
○自然豊かな環境の下、多岐にわたる農作業及び加工作業に取り組むこ
とで、日々充実感を感じるなど施設利用者のモチベーションが向上。

○ぶどう栽培の取組地域（魚津市西布施地区）で課題となる後継者の不
足と担い手の確保に対し、栽培技術の継承者として地域に貢献。

○専門家によるさつまいも栽培技術の指導・助言と､当法人の自立支援
ノウハウを組み合わせることで、農作業の効率化及び障害者の農作業
の前向きな取組姿勢が醸成されている。

１

○ 令和元年５月に就労継続支援B型と生活介護を提供する多機能型事業所として「ぶどうの森」を開所。
魚津市天神地区での農作業や農産品の加工を通じて、障害を持つ方の自立に向けた支援を行う。

所在地：富山県魚津市

団体名：社会福祉法人 海望福祉会
就労継続支援B型事業所ぶどうの森

取組パターン：連携型・福祉完結型

主力商品

・焼き芋（アチイモ）

・干し芋（ドライモ）

・冷凍焼芋（ヒヤイモ）

・さつまいも（ナマイモ）

・ぶどう

基本情報

○ 株式会社天空からの業務委託により、ぶどうやさつまいもなどの生産にかかる作業
の一端を担うほか、自法人によるさつまいもの生産加工に取り組んでいる。

○ 収穫したさつまいもは、生芋や加工品（焼き芋、干し芋、ペースト）として、海望
福祉会の各事業はじめ、関連会社や魚津市内の福祉関係の事業所を中心に注文販売。

○ 単なる農作業だけで終わらせるのではなく、その後の加工や販売につながる大切な
プロセスに携わることで、生産活動を通じた社会参画の機会を提供。

取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶富山県魚津市小川寺字天神山5851

連絡先▶TEL:0765-31-6030   FAX:0765-31-6032    E-mail:kaibou@kaiboufukushi.com

ウェブサイト▶https://www.kaiboufukushi.com/budounomori/

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可
社会福祉法人 海望福祉会

さつまいもの収穫 焼き芋（アチイモ） カップ入りぶどうぶどうの袋掛け

富山県
魚津市



【取組のプロセス】

就労継続支援B型事業所「ぶどうの森」開設

（写真）

2001年
8月～

2019年
5月～

2020年
4月～

2021年～

今後の
展望

きっかけ 障害者や生活困窮者等に対し、中間的就労から経済自立まで、一人ひとりに
合わせた多様な働き方を支援する「ユニバーサル就労支援」を実施け

農業者との連携を通じて利用者の社会活動の支援に注力

生産～加工～販売に携わることで社会参加意識を育成

地域農業への貢献と障害者の自立支援を両立

（写真）

（写真）

（写真）

社会福祉法人
海望福祉会の設立

｢ぶどうの森｣開設
株式会社天空との
農福連携を開始

さつまいも加工品
（焼き芋､干し芋）
の加工･販売

さつまいもの加工
設備の貯蔵スペース
内にプレハブ冷蔵庫
を整備

○ 魚津市天神地区において、障害を持つ方に生産活動や社会参画の機会を提供し、自立に向け
た支援を行う「農福連携」の取り組みを開始。

○ 株式会社天空との農福連携を図り、ぶどうやさつまいも栽培にかかる作業の一端を受託。

○ 重度の知的障害者の障害福祉サービスである生活介護事業を開始し、利用者が自立した日常
生活又は社会生活を営むことができるよう、さつまいもの水やり等の生産活動の機会を提供。

○ 朝収穫したぶどうの粒をカップに入れて、魚津市内や富山市内での販売を開始。

○ 干し芋は、べにはるかとシルクスイートを使用、「平干し」や「焼きいもの丸干し」など、
熟成に特徴を活かした他にはないオリジナリティを追及

かなた

○ 取組地域で課題となる後継者不足と担い手の確保に対し、栽培技術の継承者として地域農
業に貢献する。

○ 今後も作業環境の整備、標準化を進め、障害者の受け持つ作業内容及び量を増やし、雇用
機会の創出と自立支援を後押しする。

○ 魚津市内の洋菓子店の協力により、隣接する滑川市内のグルメイベントにぶどうの森が初め
て出店、焼き芋（アチイモ）などを販売。

○ 直売以外の販売方式を導入（加工場と直売所を備えた「ぶどうの森工房」をオープン）

独自の取組として
ユニバーサル就労
支援を実施

12月に加工場と直売
所として「ぶどうの
森工房」をオープン。


